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本マニュアルは、トレードシステム画面の操作方法について説明したものです。 
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更新履歴 
 

 

 
 
 
  

版 作成日 改訂内容 備考 

1.0 2014 年 1 月 10 日 新規作成  

2.0 2014 年 2 月 24 日 コンビネーション注文の追加  

3.0 2014 年 4 月 28 日 

コンテナ重ね合わせ機能、上部メニューを閉開可、タブの並び替え、注文画面と相場表

連動機能、背景色の選択、ＪＳチャート機能拡張、注文プリセットに銘柄欄を追加、注意

書きポップアップ表示、枚数にスピンボタン追加、指定値段にデフォルト値セットなど 

 

 2014 年 7 月 22 日 システム利用時間を変更  

 2015 年 5 月 7 日 注文結果照会に改ページ機能を追加、仕切複数画面の最大表示件数を 200 件に増加  

 2015 年 6 月 30 日 注文の有効期限を最長で 30 営業日に変更  

 2015 年 9 月 1 日 推奨動作環境を修正しました  

4.0 2016 年 2 月 8 日 日産証券へ商号変更など  

 2016 年 5 月 26 日 口座情報の見方についての文言修正  

 2016 年 8 月 1 日 旧バージョンの表記を削除  

5.0 2016 年 9 月 20 日 TOCOM 新システム対応に伴う、画像および文言の修正  

 2017 年 2 月 24 日 相場表及び注文取消画面の一部画像変更  

 2017 年 12 月 22 日 
相場表に通貨ペア追加、建玉一覧および内容変更画面に機能追加、取引記録の項目

追加 
 

 2018 年 1 月 10 日 電子交付サービスに損益証明書を追加  

 2018 年 2 月 9 日 リアルタイム入金の名称とシステム処理時間を変更  

 2019 年 6 月 24 日 入出金メニュー依頼照会の表示期間を修正  

 2020 年 1 月 24 日 推奨利用環境を更新  

6.0 2020 年 4 月 24 日 ログイン履歴確認画面、未同意規約一覧画面を追加  

 2020 年 7 月 27 日 大阪取引所への一部商品以降に伴う改修  

 2021 年 7 月 30 日 歩値と時事通信ニュースの配信停止  

 2021 年 9 月 21 日 取引時間と執行条件等の変更  

 2022 年 5 月 23 日 アクセス CX 名称廃止に伴う文言修正等  

 2022 年 9 月 22 日 推奨動作環境の修正  
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1. はじめに 

 
1.1 日付・時刻の表記・指定方法について 

 

1.1.1 日付・時刻の表記 
日付・時刻の入力について以下の形式での入力が指定されている場合、表の入力例を参考に入力を行ってください。 

 

形式 入力値 入力例 

YYYYMM 年月 2020 年 1 月→202001 

YYYYMMDD 年月日 2020 年 1 月 1 日→20200101 

YYMMDD 年月日 2020 年 1 月 1 日→200101 

MM 月 1 月→01 

HHMMSS 時分秒 
午前 9 時 1 分 1 秒→090101 

午後 1 時 1 分 1 秒→130101 

 

1.1.2 日付の指定方法 
各種注文入力画面において有効期限を指定する場合、日付の入力方法には以下の方法があります。 

 

テキストボックスへの直接入力 
テキストボックスに直接入力する場合、半角数字を YYMMDD 形式で入力してください。 
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カレンダーからの選択 
１）テキストボックスの右側にあるアイコン（赤枠①）をクリックしてカレンダーを表示させます。 

２）指定したい月のカレンダーを表示させます。（赤枠②） 

・ 「＜＜」 ･･･前の月を表示します。 

・ 「 ○ 」 ･･･本日営業日の月を表示します。 

・ 「＞＞」 ･･･次の月を表示します。 

３）指定したい日付（赤枠③）をクリックすると、テキストボックスに選択した日付が YYMMDD 形式でセットされます。 

４）日付を選択せずにカレンダーを閉じる場合は「close」ボタン（④）をクリックします。 

 

 

＊カレンダーアイコンをクリック 

 

 

 

 

     

 

 

 

                  ＊カレンダーで選択した日付がセットされる 

 

＊指定したい日付をクリックする 

① 
② 

④

③ 

220606 

220622 
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1.2 執行条件・約定条件の表記について 
 

操作画面上での執行条件・注文属性は、以下の略称で表記します。 

 

 名称 略称 

執行条件 

指値注文 指値 

成行注文 成行 

逆指注文 逆指 

引成注文 引成 

引指注文 引指 

注文属性 

フィル・アンド・ストア（Fill and Store） FaS 

フィル・アンド・キル（Fill and Kill） FaK 

フィル・オア・キル（Fill or Kill） FoK 

 
注文属性の説明 

注文属性 説明 

FaS 受付時に約定可能な枚数は約定し、残枚数（未約定注文）は指定した有効期限まで注文が残ります。  

FaK 受付時に約定可能な枚数は約定し、残枚数はキャンセルされます。 

FoK 全量約定しなければ、全量がキャンセルされます。 
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1.3 注文方式について 

 

1.3.1 執行条件、注文属性による違い 
 

執行条件、注文属性の組合せにより、指定値段、有効期限、トリガ条件等の入力の可否が変わります。 

○＝入力可 ×＝入力不可    

執行条件-注文属性 指定値段 
有効期限 
（日付指定） 

トリガ条件 備考 

指値 - FaS ○ ○ -  

指値 - FaK ○ × -  

指値 - FoK ○ × -  

成行 - FaK × × -  

成行 - FoK × × -  

逆指-指値 - FaS ○ ○ ○  

逆指-指値 - FaK ○ ○ ○  

逆指-指値 - FoK ○ ○ ○  

逆指-成行 - FaK × ○ ○  

逆指-成行 - FoK × ○ ○  

引成 - FaK × × -  

引指 - FaS ○ ○ -  

引指 - FaK ○ × -  

SCO-指値- FaS ○ × - 

PC ウェブ以外から

の発注不可 

 

SCO-指値 - FaK ○ × - 

SCO-指値 - FoK ○ × - 

SCO-成行 - FaK × × - 

SCO-成行 - FoK × × - 

※SCO 注文の有効期限は、最大 1 計算区域までとなります。 
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1.3.2 トリガ条件 
執行条件で逆指を選択した場合、注文が板に登録されるための条件である「トリガ条件」を指定することができます。 

トリガ条件には以下の 2 種類があります。 

 

トリガ条件 画面表示 内容 

約値（以上） 約値↑ 約定値段がトリガ条件で入力した値段以上になった場合、注文が執行されます。 

約値（以下） 約値↓ 約定値段がトリガ条件で入力した値段以下になった場合、注文が執行されます。 

 

※ウェブの注文画面では、逆指注文で“買い”を選択した場合「約値↑（以上）」、“売り“を選択した場合「約値↓（以下）」が 

自動的に設定されます。（変更することはできません。） 

 

また、トリガ条件の商品・限月は下記になります。（商品・限月を指定することはできません。） 

 ⇒新規注文の場合、トリガ条件の商品と限月は新規注文内容と同じになります。 

 ⇒仕切注文の場合、トリガ条件の商品と限月は仕切相手玉と同じになります。
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1.3.3 取引状態と発注 

 
 

注文の種類 約定条件 寄前 ザラバ  

指値注文 

FaS ○ ○ ○印･･･注文可 

 

★･･･注文が発注されるタイミングを予めご確認ください。 
FaK ○ ○ 

FoK ★ ○ 

成行注文 
FaK ○ ○ 

FoK ★ ○ 

引成注文 FaK ○ ○ 

引指注文 
FaS ○ ○ 

FaK ○ ○ 

逆指注文 

指値 

FaS ★ ○ 

FaK ★ ○ 

FoK ★ ○ 

成行 
FaK ★ ○ 

FoK ★ ○ 

 

※寄付及び引けに係る板合わせ直前 1 分間について、注文訂正・取消注文を受付けない時間帯「ノンキャンセル・ピリオド」に 

ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ザラバ」時間帯以外では、取引所へ注文を送信してもキ

ャンセルされる（終了として処理される）為、当該注文は、

当社のシステムにおいてザラバ開始後に注文が送信さ

れます。 

 

例）：成行-FoK や逆指注文等では、寄前に取引所に注文

送信してもキャンセルされるため当社システム内に溜め

られ、「ザラバ」に遷移した段階で取引所へ注文データが

送信されます。 

⇒寄付等とは異なりますのでご注意ください。 
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注文の種類 約定条件 寄前 ザラバ  

SCO（スタンダ

ード・コンビネ

ーション注文） 

指値 

FaS ○ ○  

 

PC ウェブ以外からの発注不可 
FaK ○ ○ 

FoK ★ ○ 

成行 
FaK ○ ○ 

FoK ★ ○ 

 

 

※上記の「寄前」は、サーキットブレーカー発動中の立会中断時間（注文受付時間）も含みます。（例：成行-FoK では、サーキットブレーカーの

発動後は取引所へ注文送信は行われない。解除後に「ザラバ」に遷移した場合は、取引所へ注文データが送信されます。） 

 

※SCO 注文では、指定した期近限月及び期先限月の気配とは別に、鞘価格（発注時に指定した価格）がスプレッド気配情報（SCO 独自の注文

情報）として配信されます。また、発注時にどちらかの限月に当該 SCO 注文と約定可能な気配値があった場合、もう一方の限月に鞘価格に

応じた気配が、ベイト注文として表示されます。 
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1.4 注文の有効期限について 
 

注文の有効期限は以下のようになります。  

 

指定方法 内容 

1 セッション 
当該セッション限り、日中立会に発注した場合は日中立会終了まで、夜間立会に発注したものは夜間立会終了ま

で有効。  

日付指定 カレンダーから日付を選択した場合、選択日付の日中立会終了まで有効。 

 
※ 有効期限は最長で 30 営業日（日中立会終了まで）指定できます。 

※ 有効期限の指定方法については「1.1.2 日付の指定方法」「1.3 注文方式について」をご覧ください。 

※ 30 営業日を越える日付を選択した場合や営業日以外の日付を選択した場合は、エラーメッセージが表示されますので、 

内容をご確認いただき、再度注文入力してください。 

※ 各注文画面の有効期限は、初期値が「1 セッションのみ」になっています。 

※ SCO 注文の有効期限は、最大 1 計算区域までとなります。 

 

  

初期値では「1 セッションのみ」にチェックがされています。 
有効期限を指定する場合は、チェックを外しカレンダーから

選択または直接日付を入力してください。 
例）YYMMDD（年月日） 
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1.5 トレードシステム推奨利用環境 
 

システム推奨利用環境 
システム OS CPU メモリ ブラウザ 備考 

ウェブ 

Windows 10 

Windows 11 

MacOS 10.5.7 以降 

Intel Core2 Duo

以上 
2GB 以上 

Firefox 

Chrome 

Safari 

Microsoft Edge 

(Windows 10 以降) 

ディスプレイ：1280×1024 以上 

ブロードバンド回線 

 

スマホ&タブレ

ット用アプリ 

 

スマホ＆タブレ

ット用ウェブ 

 

iOS(iPhone/iPad) iOS 11.0 以上 

Android Android 5.1 以上 

※LAN・ファイアウォール等の設定によりご利用いただけない場合があります。セキュリティ対策などの対応が進んでいる最新バージョンを 

ご利用されることをお勧めします。また、上記の条件を満たしている場合でも、お客様のご使用の環境により十分な動作速度が得られない 

場合があります。 

 
1.6 システム利用時間 
システムのログインは、メンテナンス等の時間を除き 24 時間可能です。 

※毎営業日の 16:00～16:40 頃の間に行うシステム処理時（約 5 分間）は注文いただけません。 

※定期メンテナンス時（毎月第 1 日曜日 9：00～14：00（予定）は注文いただけません。 

※翌日の証拠金等は、16:30 以降に反映されますのでご注意ください。 
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2. 画面説明 
2.1 ログイン画面 
ログインする画面です。 

 

 

① ユーザ ID 
ユーザ ID を入力します。 

 
② パスワード 
パスワードを入力します。 

 
③ 保存チェックボックス 
チェックを付けてログインするとユーザ ID が保存され、

次回ログイン時にユーザ ID が入力された状態になりま

す。 
 

④ ログイン 
①ユーザ ID、②パスワードを入力し、「ログイン」ボタン

をクリックしてください。 

※パスワードを５回間違えて入力するとアカウン

トがロックされ、ログインができなくなりますのでご

注意ください。 

① 
② 

③ 
④ 



 

13 
 

2.2 基本画面 
 

2.2.1 お知らせ画面 
 

ログイン後に以下のようなお知らせ画面が表示されます。取引情報、システム情報、キャンペーン情報などが表示されます。 

また、情報ページ内でもお知らせの内容をご確認いただけます。 

■各種お知らせ 
取引に関する重要事項、システム情報、取引情報、

お客様専用振込口座など。 

■インフォメーション 
障害情報、緊急のお知らせなどがあった場

合、この部分に表示します。 
※証拠金不足請求の金額等は「照会」→「不

足請求額照会」でご確認ください。 
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2.2.2 取引画面 

 
ウェブにログインすると、以下のような画面が表示されます。左側のメインメニューから表示したい画面を選択し、右側の表示エリアに配置します。

初期画面でいくつかの画面をすでにセットしていますので、すぐにお取引が開始できる状態になっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■表示エリア 
選択した項目をこちらに表示させます。各コン

テナは重ねて保存する（※）ことも可能です。 
1 つのタブ上に配置できる画面数は、最大 12
画面までとなります。 
 
取引イベントに連動し、「口座照会」「建玉一

覧」「注文結果」「売買履歴」といった画面が自

動で更新されます。 

■メインメニュー 
 
相場情報や注文を

す る た め に 必 要 な

「メニュー」 
 
簡易口座情報や約

定通知等を確認でき

る「通知照会」 
 
※メニューは閉開可 

■上部メニュー 
ヘルプや画面保存、ログアウトなどの

項目があります。※メニューは閉開可 
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① 委託者コード・委託者名 
  委託者コードと委託者名が表示されます。 

 

② 上部メニュー 

 
（ a ） ヘルプ：操作マニュアルが表示されます。 

（ b ） 登録内容変更：ご住所や書類の送付先、金融機関の変更などの手続き画面が表示されます。 

（ c ） 配置保存：現在表示している画面状態を保存します。 

（ d ） 配置初期化：保存している画面を初期画面状態に戻します。 

（ e ） ログアウト：トレードツールを終了します。 

（ f ） 再接続：セッションが切断されてしまった場合、ユーザ ID、パスワードを再入力することなく、セッションを回復することができます。 

        

 

③ タブ 
   タブを開いて、表示したい画面をメインメニューから配置します。新しいタブを追加する場合は、右端の    をクリックします。 

      タブ数は最大で 10 個まで作成することが可能です。 

初期画面では、「相場情報」「注文」「口座」「照会」のタブに予め下記の画面が設定されております。 

 

【配置初期化の画面レイアウト】 

・相場情報タブ：相場表、チャート 

・注文タブ：新規注文画面、相場表、仕切注文建玉画面 

・口座タブ：口座照会画面、証拠金不足請求画面、証拠金一覧画面 

・照会タブ：注文結果照会画面、建玉一覧画面 

 

 

 

（a）     (b)      (c)          (d)          (e)          (f) 

① ② 

←新規タブの追加ボタン 

上部メニューは   （矢印）をクリックする事で表示／

非表示が行えます。 

③ 
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タブの右クリックと並び替え 

表示したタブ上で右クリックすると、下記の設定ができます。（①） 

 

・タブ名変更：文字数は最大 6 文字で、タブ名の変更ができます。 

・タブのクリア：表示しているタブ内の全画面をクリアします。 

・タブの削除：表示しているタブを削除します。 

 

 また、ダブの左端をドラッグ＆ドロップすることで並び替える（②）ことも可能です。 

 

2.2.3 メインメニュー 
ログイン後、左側に表示されるメニューです。①相場情報や注文をするために必要な「メニュー」と、②簡易口座情報や約定通知等を確認 
できる「通知照会」があります。2 つのメニューは、タブを切り替えて簡単に操作できます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

↑①タブ上で右クリック 

②通知照会 ①メインメニュー 

■最新情報 

ニュース、取引情報、お知らせを表示します。  

設定ボタンを押すと表示する情報の設定画面が表示さ

れるので、表示させたい情報にチェックを付けて情報を

絞り込むことができます。  

また、情報の取得範囲及び更新間隔を設定する事が可

能です。  

 

・ニュース：1 時間～6 時間の範囲 

・取引情報：1 時間～24 時間の範囲 

※取引情報の履歴については、日替り処理にてクリアさ

れる為、取得可能な情報は日替り処理後からの履歴と

なります。  

・更新間隔：1 分～60 分の範囲 

②タブの並び替え↓ 



 

17 
 

  
メインメニューの詳細 
「相場情報」「注文」「照会」「入出金」「設定」には、それぞれサブメニューがあります。各タイトルをクリックすると、サブメニューが開閉します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤枠のタイトル部分をクリックすると、サブメニュー

が開閉します。 

サブメニューをクリックし、表示エリアに配置するこ

とが可能です。 

 

「シミュレーション」には、サブメニューはなく、クリッ

クするとポップアップで画面が表示されます。 
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メインメニューの開閉とリサイズ 
メインメニュー枠は    をクリックする事で表示／非表示が行えます。また、枠をドラッグすることでウィンドウ幅を調節することができます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【メニューの開閉】 
矢印にマウスを合わせて   

 

 

 

 

に変わったら、クリックして

開閉することができます。 

 

【メニューのリサイズ】 
赤枠上にマウスを合わせると、左

右の矢印が表示され、枠が緑にな

ります。枠をドラッグし、メニューの

幅を変えることができます。 
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2.2.4 画面を配置 
メインメニューから表示したい画面を選択すると、右のエリアに表示されます。 

画面を並べて、レイアウトを作っていただけます。また、画面は重ねた状態で保存することも可能です。 

 

 
 

 

 

 

 

1 つのタブ上に配置できる画面数は、最大 12 画面まで

となります。表示エリアに入りきらない場合は、スクロ

ールバーが表示されます。※表示画面数が多いとデ

ータの読み込みに時間がかかる場合がございます。 
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注文画面と相場表の連動機能 
同一画面に注文画面と相場表を表示している場合、連動スイッチの切り換えにより、注文画面との連動を行うことができます。 

 
 

 

画面のサイズ変更 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面によって表示される大きさが異なります。マウスポインタが下図（矢印）のような状態で、好みの方向へドラッグすると、画面の大きさを調

節することができます。 

 
ドラッグ：左クリックしたままでマウスを動かす事 

■連動機能 

注文画面の銘柄を変更すると、連動スイッチ

が“ON”になっている相場表の銘柄も変更さ

れます。 
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画面の移動 
移動させたい画面のタイトル部分（赤枠内）を左クリックすると、画面が半透明に変わるので配置したい場所までドラッグ＆ドロップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面の最小化等 
表示した画面の「最小化」や「閉じる」操作は、右上のボタンを使用するか、タイトル部分で右クリックして項目を選択します。 

また、重ねた画面の順序はタイトル部分で右クリックし、「最前面へ」「最背面へ」で変更が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①赤枠のタイトル部分

で左クリックします。 

「最小化」 

「元のサイズに戻す」 

マウスオーバーで黄

色に変わります。 

↓タイトル部分（赤枠内）で右クリックします。 

「閉じる」 

マウスオーバーで

赤色に変わります。 

②半透明に変わるので、左クリックしたまま配置し

たい場所まで持っていきます。 
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3. 相場情報 

 
3.1 相場表の起動 
メインメニューから「相場情報」→「相場表」をクリックして表示します。また画面上で右クリックし、背景色を「黒」「白」から選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背景色が「黒」の場合             背景色が「白」の場合 
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共通表示 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 表示商品選択 

相場情報を表示する商品を選択します。取引所(a)及び商品(b)を選択してください。 

 

② リアルデータ受信時の表示 

サーバーよりデータを受信した際、更新された値の背景色または文字色が変わります。（②） 

 

③ 為替情報表示 

為替情報と更新時刻を表示します。 

 

① (a) (b) 

② 

③ 



 

24 
 

各相場表説明 
 

先物 
【先物】タブを選択すると、商品ごとに全限月の相場情報が表示されます。 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①に限月ごとの現在値、前日比、4 本値、出来高、売気配値と枚数、買気配値と枚数、帳入値等が表示されます。 

前日比と前日比（％）は、前日よりプラスの場合は赤文字(▲)、マイナスの場合は青文字(▼)で表示されます。 

 

① 
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期先相場 
【期先相場】のタブを選択すると、取扱商品の期先限月の相場表が表示されます。 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①をクリックすると、期先相場表に表示する商品を選択することができます。 

各商品の期先限月の現在値、前日比、4 本値、出来高、売気配値と枚数、買気配値と枚数、帳入値等が一覧で確認できます。 

価格をクリックし、注文画面を表示させることも可能です。 

 

 

① 
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ザラバ気配① 
【ザラバ気配】タブを選択すると、商品・限月ごとのザラバ気配値が表示されます。 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①で選択した限月の相場情報及び気配値情報が表示されます。 

画面左側②に現在値、前日比、出来高、始値、高値、安値、前日値段、画面右側③には気配値と、 

取引所の板に登録されている注文の枚数が気配値ごとに表示されます。 

 

 

 

① 

② 
③ 
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ザラバ気配② 
気配値画面で右クリックを行い、「気配値本数」から本数を選択すると、表示する気配値本数が変わります。 

現在表示されている本数には「●」マークが付加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気配値本数を１０本に変更すると、

図のような表示に切り替わります。 
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期先気配 
【期先気配】のタブを選択すると、取扱商品の期先限月の最良気配値と枚数の一覧が表示されます。 

 

             
 

 

①をクリックすると、期先気配値に表示する商品を選択することができます。 

②各商品の期先限月の売最良気配、売枚数、買最良気配、買枚数の一覧が確認できます。 

価格をクリックし、注文画面を表示させることも可能です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 
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ザラバ組合せ 
【ザラバ組合せ】のタブを選択すると、同一商品の限月間のサヤ価格と枚数の一覧が表示されます。 

 
 
 
 
 

↓限月を選択します。 
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商品間組合せ 
【商品間組合せ】のタブを選択すると、異なる商品間のサヤ価格と枚数の一覧が表示されます。 

商品間とは、石油市場及びゴム市場、金ミニと白金ミニ、金限日と白金限日の組合せになります。 
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オプション（金のみ） 
【OP 相場（下図）】のタブを選択すると、コールオプション及びプットオプションの権利行使価格や気配値、枚数の 

一覧が表示されます。【OP 気配】タブを選択すると、限月ごとの気配値が表示されます。 
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為替 
【為替】のタブを選択すると、為替の相場情報が表示されます。 

 

 
 

通貨ペアごとに、買気配値、売気配値、始値、高値、高値が更新された時刻、安値、安値が更新された時刻が表示されます。 

 

通貨ペアで表示されている略称は、以下の通貨を表しています。 

USD：米ドル 

JPY：円 

EUR：ユーロ 

GBP：英ポンド 

AUD：豪ドル 

CNY：中国人民元 
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相場表からの発注 
 

先物と期先相場、期先気配画面の気配値、気配枚数、現在値をクリックすると下図のような「新規注文」と「仕切注文」のポップアップメニュー

が表示されます。いずれかを選択すると、クリックした値段が指値にセットされた状態で、選択した注文の発注画面が表示されます。 

（為替、ザラバ組合せ、商品間組合せ画面では注文画面は表示されません。） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注画面を相場表の下に表示し、 

価格を見ながら発注が可能です。 
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右クリックメニュー 
 

        相場表画面を右クリックすると、先物、期先相場、ザラバ気配、期先気配、ザラバ組合せ画面共通の設定を行う事ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字サイズ 表示中の文字サイズの変更を行えます。「小」「中」「大」より選択が可能です。 

 

背景色 相場表画面の背景色を「黒」「白」から選択できます。 

更新間隔 リアルデータの更新間隔の選択を行えます。「0.5 秒」「1 秒」「2 秒」「3 秒」より選択が可能です。 

データの更新間隔は初期値が 3 秒に設定されています。一度設定いただくと次回以降は設定が保存

されます。 

 

チャート チャート画面の起動を行います。 
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3.2 相場表（別画面） 

起動 
メインメニューから「相場情報」→「相場表（別画面）」をクリックして表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な機能は「相場表」と同様になります。 
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3.3 ターゲットメール 

 
メインメニューから「相場情報」→「ターゲットメール」をクリックして表示します。 

設定した値段（条件）に達した際に、当システムに登録されているメールアドレス宛にお知らせのメールを送信します。 

 

 
 

① 商品 商品を選択します。 

設定を取消す場合は、商品を未選択の状態にして、再度登録を行ってください。 

② 限月 限月を選択します。 

③ 値段・範囲 条件を設定します。①②で選択した商品・限月が、ここで設定された値段以上または以下になった場合に、メー

ルが送信されます。値段入力欄には、初期値として現在値段がセットされます。 

④ 有効期限 当該設定の有効期限を設定します。本日営業日から 10 営業日後まで指定することが可能です。 

有効期限を過ぎた際に、設定はクリアされます。 

⑤ 実行ボタン クリックすると設定が登録され、受付完了画面へ遷移します。 

⑥ クリアボタン 入力内容をクリアし、現在登録されている内容を表示します。 

 

    

⑤ ⑥ 

③ 

④ 
① ② 
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3.4 銘柄登録リスト 

 
メインメニューから「相場情報」→「銘柄登録リスト」をクリックして表示します。 

使用頻度の高い銘柄（商品＋限月）を登録し、価格の確認や新規・仕切通常注文の発注を簡単に行えるようにする画面です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 商品 登録したい商品を選択します。 

 

② 限月 登録したい限月を選択します。 

 

③ 登録ボタン 

 

①、②で選択した銘柄を登録します。 

④ 更新 登録されている銘柄の最新の相場情報を取得します。 

 

⑤ 銘柄情報 

 

登録されている銘柄情報を表示します。納会日を過ぎた銘柄は、日替り処理時に登録リストから削除されます。 

（銘柄情報の詳細は次頁参照） 

 

 

 

 

 

 

③ ④ 

⑤ 

①  
②  
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銘柄情報の見方について 

 

 
 

 

  

 

（a） 銘柄 登録されている銘柄を表示します。「CB」と表示されている場合は、その限月がサーキットブレーカー中であるこ

とを示しています。 

（b） 相場情報 当該銘柄の相場情報を表示します。前日比は、前日よりプラスの場合は赤文字(▲)、マイナスの場合は青文字

(▼)で表示されます。 

リアルタイムでは更新されませんので、最新の情報に更新したい場合は④更新ボタンをクリックしてください。 

（c） 発注ボタン 当該銘柄の商品、限月、指定値段がセットされた状態で、新規注文または仕切注文画面を表示します。 

発注画面の指定値段には、銘柄登録リスト画面に表示されている「現在値段」の値がセットされます。 

（d） 削除ボタン 当該銘柄を登録リストから削除します。 

 

(a) (b) (c) (d) 
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3.5 チャート 

 

    チャートは、休日を含む 15 日前から最新データまで表示することができます。また、期先つなぎ足では、日足/週足/月足/を選択する 

ことができ、描画可能な本数は最大 400 本、画面の配置保存も可能です。 
 

3.5.1 起動・削除 
 

メインメニューから「相場情報」→「チャート」をクリックして表示します。 

削除時は、チャート画面右上の×ボタンをクリックするか、タイトル部分で右クリックし「閉じる」を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期状態は、大阪・金・期先つなぎ足・日足・60 本になっています。 

また、銘柄を変更した場合、まず期先つなぎ足/日足が表示されます。 

 

 

 

 

各設定を変更した場合、変更した状態で「上部メニュー」の  

ボタンをクリックすれば、保存が可能です。 
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3.5.2 各種設定 
 

銘柄、限月、足、描画本数の設定は、チャート画面上部で変更が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※限月を選択した場合、ティック/1 分/5 分/10 分/30 分/60 分/2 時間/4 時間/8 時間/日足の選択が可能です。 

         ※期先つなぎ足を選択した場合、日足/週足/月足の選択になります。分足は選択できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

描画本数は、直接入力するかス

ライドバーを使用して調節するこ

ともできます。描画本数は最大

400 本になります。 
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チャート情報 

左側のチャート情報ボタンをクリックして、数値データの表示/非表示を切り替えます。  

カラー部分をクリックするとパレットが表示され、各種カラー設定を変更する事が可能です。 
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テクニカル設定 

左側のテクニカル設定ボタンをクリックして、テクニカルの表示/非表示を切り替えます。  

表示したいテクニカル指標にチェックをつけます。各種計算に使用する数値情報を変更する事も可能です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テクニカル指標】 
トレンド系：6 種類 
オシレータ系：12 種類 
オシレータ系は最大 4 つまで重ねて表示するこ

とが可能です。 
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テクカル指標の詳細 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■トレンド系 

【移動平均】……………… 短期・中期・長期を指定出来ます 

【ボリンジャーバンド】……… 平均期間を指定出来ます  

【一目均衡表】 …………… （数値指定無し） 

【パラボリック】 …………… （数値指定無し） 

【フィボナッチ】 …………… （数値指定無し） 

【HL バンド】 ……………… 平均期間を指定できます  

■オシレータ系 

【出来高】 ……………… （数値指定無し）全限月の合計を表示。 

【OBV】 ………………… （数値指定無し） 

【ＲＳＩ】  ………………… 平均期間・底値圏・高値圏を指定出来ます  

【ストキャスティクス】 …… SD(Slow%D)、％Ｋ線、％Ｄ線の値を指定出来ます  

【ウィリアムズ％Ｒ】 …… 平均期間を指定出来ます  

【ＲＣＩ】  ………………… 短期と長期の平均期間を指定出来ます  

【ＤＭＩ】  ………………… 平均期間を指定出来ます  

【サイコロジカルライン】 … 平均期間を指定出来ます  

【移動平均乖離率】  …… 平均期間を指定出来ます  

【VR】  …………………… 平均期間を指定出来ます  

【MACD】  ………………… 短期・中期・シグナルを指定出来ます  

【CCI】  …………………… 平均期間を指定出来ます  

ローソク足を表示中

の場合、テクニカル

指標を重ねることが

できます。  

表示したいテクニカル

項目にチェックを付け

てください。 
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チャート種類の切り替え 

左側の切り替えボタンをクリックして、チャート種類を切り替えます。  

ローソク足＆ラインチャート/ラインチャートのみ/ローソク足のみから選択が可能です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終値を繋いだチャートです。 
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十字カーソル線と現在値段線の表示 

左側のボタンをクリックして、チャート上に十字線や現在値段のラインを表示させることができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十字カーソル線→ 

現在値段線→ 
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陽線の枠抜き表示 

左側のボタンをクリックして、チャート上の陽線を枠抜きの表示に切り替えることができます。 

白黒印刷を行う際に便利な機能です。  

ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←通常 

←陽線の枠抜き表示 
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トレンドラインの表示 

左側のボタンをクリックして、チャート上にトレンドラインを引くことができます。 

また、トレンドラインの配色を変更することも可能です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トレンドラインの削除 

トレンドライン上に下図のアイコンが表示された状態でダブルクリックして削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①始点でクリックします。 

②クリックしたまま終点まで

ドラッグして離します。 

 



 

48 
コメントの表示 

左側のボタンをクリックして、チャート上で左クリックするとコメントを入力することができます。 

また、テキストの配色を変更することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメントの削除 

コメント上に下図のアイコンが表示された状態でダブルクリックして削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメントを入力したい場所で

クリックします。 
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四本値一覧の表示 
左側のボタンをクリックして、表示しているチャートの四本値と出来高を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左：月日の降順／昇順ボタン 

右：更新ボタン 
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設定リセット 
左側の設定リセットをクリックして、チャートの設定を初期状態に戻します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期状態とは、大阪/金/期先つなぎ足/日足/60 本の

チャートのことです。 
変更したテクニカル指標の値や色等もクリアされま

すので、ご注意ください。 



 

51 
 

 

チャートの印刷と背景色の変更 
左側の印刷ボタンをクリックして、チャート画面を印刷することができます。 

また、チャートの背景色は変更することができます。 
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4. 注文 
4.1.1 新規注文入力 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 商品 発注を行う商品を選択します。 ⑤ 執行条件 発注を行う注文の執行条件を選択します。 

② 限月 発注を行う商品の限月を選択します。 

 

⑥ 注文属性 発注を行う注文の注文属性を選択します。 

③ 売買区分  発注を行う注文の売買区分を選択します。 

 

⑦ 現在値段 発注を行う商品の現在値段を表示します。

（自動更新はされません。） 

 

④ 枚数  発注を行う注文の枚数を入力します。 ⑧ 指定値段 発注を行う注文の指定値段を入力します。執

行条件・注文属性の組合せにより非表示にな

る場合があります。 

② 

⑥ 

④ 

① 

⑤ 

⑦ 

⑨ 

③ 

⑩ 

（Ａ） （Ｂ） 

⑪ 

注文画面のミニチャートは、メイ

ンメニューの「設定」→「注文プリ

セット設定」にて表示／非表示の

選択ができます。 

⑫ 

新規注文を 1 件ずつ行う画面です。 
新規で異なる銘柄や限月の注文をまとめて発注し

たい場合は、「新規複数画面」から行ってください。 

チェックを変えるだけで、

画面を切り替えることが

可能です。 

⑧ 

「？」をクリックすると、発注を行

う商品の制限値幅（SCB 幅）が

表示されます。 
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⑨ トリガ条件  逆指注文を行う際のトリガ条件を選択します。新規注文画面で指定した商品・限月の約定値段が、指定した条件（Ａ）・

（B）を満たした時点で、注文が板に登録されます。 

 

（Ａ）トリガ条件  
注文が板に登録されるための条件を選択します。 

買注文の場合「約値↑」、売注文の場合「約値↓」が自動で表示されます。 

（Ｂ）トリガ値段 トリガ条件に使用するトリガ値段を入力します。 

 

 

⑩ 有効期限  発注を行う注文の有効期限を YYMMDD 形式で指定します。本日営業日から 30 営業日後の日中立会終了までを指定

することが可能です。営業日以外を指定した場合はエラーメッセージが表示されるので再度選択してください。日付の

指定方法については「1.1.2 日付の指定方法」を参照してください。 

また、初期値は１セッションのみになります。 

執行条件・注文属性の組合せにより非表示になる場合や、１セッションしか指定出来ない場合があります。 

 

⑪ 実行ボタン 「実行」ボタンをクリックすると、入力内容が正常なら確認画面に、不正な項目がある場合エラー画面に遷移します。 

 

⑫ ミニチャート 銘柄を選択後に注文画面右横に表示されるティックチャートです。右上のボタンで更新を行ってください。 

「注文プリセット設定」で表示／非表示の選択が可能です。 
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4.1.2 新規複数注文入力 

 
 複数の新規注文を一括して行う画面です。4 件までまとめて新規注文を入力することが出来ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 商品 発注を行う商品を選択します。 ⑤ 執行条件 発注を行う注文の執行条件を選択します。 

② 限月 発注を行う商品の限月を選択します。 

 

⑥ 注文属性 発注を行う注文の注文属性を選択します。執

行条件により、選択出来る項目が変わります。 

 

③ 売買区分  発注を行う注文の売買区分を選択します。 

 

⑦ 現在値段 発注を行う商品の現在値段を表示します。 

（自動更新はされません。） 

 

④ 枚数  発注を行う注文の枚数を入力します。 ⑧ 指定値段 発注を行う注文の指定値段を入力します。執

行条件・注文属性の組合せにより非表示にな

る場合があります。 

 

（D）
① 

③ 

⑧ 

⑩ 

⑪ 

（C）② 

④ ⑥ 

⑤ ⑦ 

⑨ 

⑫ 
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⑨ トリガ条件  逆指注文を行う際のトリガ条件を選択します。新規複数注文画面で指定した商品・限月の約定値段が、指定した条件

（Ｃ）・（Ｄ）を満たした時点で、注文が板に登録されます。 

 

（C）トリガ条件 
注文が板に登録されるための条件を選択します。 

買注文の場合「約値↑」、売注文の場合「約値↓」が自動で表示されます。 

（D）トリガ値段 トリガ条件に使用するトリガ値段を入力します。 

 

⑩ 有効期限 発注を行う注文の有効期限を YYMMDD 形式で指定します。本日営業日から 30 営業日後の日中立会終了までを指定

することが可能です。営業日以外を指定した場合はエラーメッセージが表示されるので再度選択してください。日付の

指定方法については「1.1.2 日付の指定方法」を参照してください。 

また、初期値は１セッションのみになります。 

執行条件・注文属性の組合せにより非表示になる場合や、１セッションしか指定出来ない場合があります。 

⑪ 実行ボタン 「実行」ボタンをクリックすると、入力内容が正常なら確認画面に、不正な項目がある場合エラー画面に遷移します。 

 

⑫ ミニチャート 銘柄を選択後に注文画面右横に表示されるティックチャートです。右上のボタンで更新を行ってください。 

「注文プリセット設定」で表示／非表示の選択が可能です。 
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4.1.3 仕切注文／建玉選択 

 
 仕切注文を行うときは、建玉を選択後、注文内容を入力します。仕切注文／建玉選択画面での建玉は最大 400 件まで表示されます。 

 

 

 
 

 

① 商品 検索する商品を選択します。『指定なし』の場合、全商品のデータを表示します。 

 
② 限月 検索する限月を入力します。未入力の場合、全限月のデータを表示します。 

 

③ 売買区分  検索する売買区分を選択します。未選択の場合、全売買区分のデータを表示します。 
 

④ 約定日 検索する約定日を入力します。未入力の場合、全約定日のデータを表示します。 

⑤ 約定値段 検索する約定値段を入力します。未入力の場合、全約定値段のデータを表示します。 

 

② ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ① 

⑨ 

③ ④ 

⑩ 
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⑥ 表示順 検索するデータの表示順を選択します。約定日（古⇔新）・約定値段（低⇔高）の中から選択します。但し、並び替

えの前提は、１．商品 ２．限月 ３．売買、が最優先され、その後の優先順になります。 

※約定日（古⇔新）を選択した場合は、 

１．商品、２．限月、３．売買、４．約定日、５．約定時刻／場節、の順に並び替えます。 

※約定値段（低⇔高）を選択した場合は、 

１．商品、２．限月、３．売買、４．約定値段、の順に並び替えます。 

 

⑦ 照会ボタン 商品・売買区分・表示順を選択、限月・約定日を入力後、建玉データの絞込みを行います。入力・選択された項目

のみ検索条件となります。なお、該当するデータが 401 件以上の場合、401 件以降のデータは表示されません。 

 

⑧ 条件をクリア 「条件をクリア」ボタンをクリックすると、入力した絞込み条件がクリアされます。 

 

⑨ 建玉情報 

 

左から、商品、限月、売買区分、枚数、約定年月日、約定時刻、約定値段、値洗値段、値洗差金、仮差引損益を

表示します。 

 

⑩ 選択ボタン 

 

「選択」ボタンをクリックすると仕切注文入力画面に遷移します。 
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仕切注文入力 
 

 
 

 

① 建玉情報 仕切相手となる建玉の情報を表示します。 ⑥ 執行条件 発注を行う注文の執行条件を選択します。 
 

② 商品 発注を行う商品を表示します。 ⑦ 注文属性 発注を行う注文の注文属性を選択します。 

 

③ 限月 発注を行う商品の限月を表示します。 

 

⑧ 現在値段 

 

発注を行う商品の現在値段を表示します。 

（自動更新はされません。） 

 

④ 売買区分 発注を行う注文の売買区分を表示します。 ⑨ 指定値段 発注を行う注文の指定値段を入力します。執行条件・注

文属性の組合せにより非表示になる場合があります。 

⑤ 枚数 

  

発注を行う注文の枚数を入力します。初期表示で

は現時点で有効な建玉の枚数を表示されます。 

 

   

 

① 

（Ａ） （Ｂ）

⑫ ⑬ 

仕切注文を 1 件ずつ行う画面です。 
 
複数ある建玉をまとめて仕切りたい場合は、

「仕切複数画面」から行ってください。 

⑭ 

チェックを変えるだけで、

画面を切り替えることが

可能です。 

⑨ 

⑦ 

③ 

⑤ 

② 

④ 
⑥ 

⑧ 

⑩ 

⑪ 
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⑩ トリガ条件  逆指注文を行う際のトリガ条件を選択します。仕切相手玉と同じ商品・限月の約定値段が、指定した条件（Ａ）・（Ｂ）を

満たした時点で、注文が板に登録されます。 

 

（Ａ）トリガ条件 
注文が板に登録されるための条件を選択します。 

買注文の場合「約値↑」、売注文の場合「約値↓」が自動で表示されます。 

（Ｂ）トリガ値段 トリガ条件に使用するトリガ値段を入力します。 

 

 

⑪ 有効期限 発注を行う注文の有効期限を YYMMDD 形式で指定します。本日営業日から 30 営業日後の日中立会終了までを指定

することが可能です。営業日以外を指定した場合はエラーメッセージが表示されるので再度選択してください。日付の

指定方法については「1.1.2 日付の指定方法」を参照してください。 

また、初期値は１セッションのみになります。 

執行条件・注文属性の組合せにより非表示になる場合や、１セッションしか指定出来ない場合があります。 
 

⑫ 実行ボタン 「実行」ボタンをクリックすると、入力内容が正常なら確認画面に、不正な項目がある場合エラー画面に遷移します。 

 

⑬ 戻るボタン 建玉選択画面へ戻ります。 

⑭ ミニチャート 銘柄を選択後に注文画面右横に表示されるティックチャートです。右上のボタンで更新を行ってください。 

「注文プリセット設定」で表示／非表示の選択が可能です。 
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4.1.4 仕切複数注文入力 

 
 仕切複数注文入力画面では、複数の建玉に対して一括で注文を行う事が出来ます。仕切複数注文入力画面での建玉表示件数は最大 200

件まで表示されます。 

 

 
 

 

① 表示方法 明細：1 件ごとに建玉データを表示します。 

グループ化（銘柄/約定日/約値）：商品、限月、売買区分、約定日、約定値段が同一の場合、１つの玉として表示され

ます。 

グループ化（銘柄/約定日）：商品、限月、売買区分、約定日が同一の場合、１つの玉として表示されます。約定値段は

加重平均で表示されます。 

グループ化（銘柄）：商品、限月、売買区分が同一の場合、１つの玉として表示されます。約定値段は加重平均で表示

されます。 

※グループ化した場合、確認画面ではグループ前の明細情報が表示されます。 

 

② ③ ④ 

⑧ 

① 

⑤ ⑥ ⑦ 

⑨ 

⑩ 
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② 商品 検索する商品を選択します。『指定なし』の場合、全商品のデータを表示します。 

 

③ 限月 検索する限月を入力します。未入力の場合、全限月のデータを表示します。 

 

④ 売買区分 検索する売買区分を選択します。未選択の場合、全売買区分のデータを表示します。 

 

⑤ 表示順 検索するデータの表示順を選択します。約定日（古⇔新）・約定値段（低⇔高）の中から選択します。但し、並び替

えの前提は、１．商品 ２．限月 ３．売買、が最優先され、その後の優先順になります。 

※約定日（古⇔新）を選択した場合は、 

１．商品、２．限月、３．売買、４．約定日、５．約定時刻／場節、の順に並び替えます。 

※約定値段（低⇔高）を選択した場合は、 

１．商品、２．限月、３．売買、４．約定値段、の順に並び替えます。 

 

⑥ 照会ボタン 商品・売買区分・表示順を選択後、建玉データの絞込みを行います。選択された項目のみ検索条件となります。な

お、該当するデータが 201 件以上の場合、201 件以降のデータは表示されません。 

 

⑦ 条件をクリア 「条件をクリア」ボタンをクリックすると、入力した絞込み条件がクリアされます。 

 

⑧ 建玉情報 左から、商品、限月、売買区分、枚数、約定年月日、約定時刻、約定値段、値洗値段、値洗差金、仮差引損益を

表示します。 

 

⑨ 実行ボタン 「実行」ボタンをクリックすると、仕切複数注文確認画面に遷移します。 

 

⑩ 有効期限 発注を行う注文の有効期限を YYMMDD 形式で指定します。本日営業日から 30 営業日後の日中立会終了までを

指定することが可能です。営業日以外を指定した場合はエラーメッセージが表示されるので再度選択してくださ

い。日付の指定方法については「1.1.2 日付の指定方法」を参照してください。 

また、初期値は１セッションのみになります。 

執行条件・注文属性の組合せにより非表示になる場合や、１セッションしか指定出来ない場合があります。 
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建玉情報 
 

 

  
 

 

① 全選択チェックボックス チェックを付けると全ての建玉選択チェックボックスにチェックが付きます。 

 

② 建玉選択チェックボックス チェックボックスにチェックを付けるとその行の建玉が執行されます。複数選択も可能です。 

 

③ 商品・限月 保持している建玉の商品・限月を表示します。 

 

④ 売買区分・枚数 保持している建玉の売買区分・枚数を表示します。 

 

⑤ 約定年月日・時刻／場節 

 

保持している建玉の約定年月日・約定時刻／約定場節を表示します。 

 

⑥ 約定値段・値洗値段 上段は、保持している建玉の約定値段を表示します。表示方式がグループ化（約値無）の場合、約定値段の

平均値段を表示します。 

下段は、値洗値段の算出に使用する、当該商品１枚当たりの値段（画面選択時の現在値）を表示します。 

 

⑦ 値洗差金・仮差引損益 上段は、画面選択時点の値洗値段で算出された値洗差金を表示します。 

下段は、値洗値段から算出された仮差引損益(値洗差金から更に手数料を差し引いた金額)を表示します。表

示方式がグループ化されている場合、表示されません。 

 

 

③ ① 

（Ａ）

（Ｂ）
② 

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 
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⑧ 仕切枚数 発注を行う注文の仕切枚数を入力します。初期表示と明細の場合、建玉枚数を表示し、表示方式がグループ化

の場合は、建玉の合計枚数を表示します。 

 

⑨ 執行条件・注文属性 発注を行う注文の執行条件・注文属性を選択します。ザラバ注文の注文方式の詳細は「1.3 注文方式について」

を参照して下さい。 

 

⑩ 現在値段・指定値段 上段には画面選択時の現在値を表示します。下段には発注を行う注文の指定値段を入力します。指定値段は、

執行条件の組合せにより非表示になる場合があります。 

 

⑪ トリガ条件 逆指注文を行う際のトリガ条件を選択します。仕切相手玉と同じ商品・限月の約定値段が、指定した条件（Ａ）・

（Ｂ）を満たした時点で、注文が板に登録されます。 

 

（Ａ）トリガ条件 
注文が板に登録されるための条件を選択します。 

買注文の場合「約値↑」、売注文の場合「約値↓」が自動で表示されます。 

（Ｂ）トリガ値段 トリガ条件に使用するトリガ値段を入力します。 

  

⑫ 有効期限 発注を行う注文の有効期限を YYMMDD 形式で指定します。本日営業日から 30 営業日後の日中立会終了までを

指定することが可能です。営業日以外を指定した場合はエラーメッセージが表示されるので再度選択してくださ

い。日付の指定方法については「1.1.2 日付の指定方法」を参照してください。 

また、初期値は１セッションのみになります。 

執行条件・注文属性の組合せにより非表示になる場合や、１セッションしか指定出来ない場合があります。 
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4.1.5 注文取消入力 

 
残余枚数がある注文は、取消を行う事が出来ます。 

 
 

 

 

① 商品 商品での絞込みができます。 

 
 受付日 取消したい注文の受付日を YYMMDD 形式で指定します。（例）2017 年 1 月 30 日の場合→170130 

受付日で絞込みをした場合、表示順は「古→新」になります。 

 時刻 取消したい注文の時刻を HHMM 形式で指定します。（例）9：45 の場合→0945 

 照会ボタン 取消対象となる注文を取得します。 

② 注文情報 取消対象となる注文を表示します。 

 

③ 実行ボタン  ①のチェックボックスにチェックがある場合、実行ボタンをクリックすると注文取消確認画面に遷移します。 

全てのチェックボックスにチェックを付ける場合は、最上部の行（項目名の行）のチェックボックスにチェック

を付けてください。 

② 

① 

③ 

チェックを変えるだけで、

画面を切り替えることが

可能です。 
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4.1.6 注文内容変更 

 
注文中の注文の内容変更を行います。選択した注文が約定していなければ内容変更が可能です。 

組合せ注文（ＩＦＤ、ＩＦＤ（仕切）、ＯＣＯ、IFD/ＯＣＯ、コンビネーション注文）は、内容変更を行う事ができません。 

注文内容を変更したい場合は、注文を取消し、再度発注し直していただく必要があります。 

商品・限月・売買区分は、新規注文の場合のみ変更することができます。 

  

  
 

 

① 商品 検索する商品を選択します。「指定なし」の場合、全商品の対象データを表示します。 

 
② 照会ボタン 商品を選択後、内容変更可能な注文を表示します。なお、200 件以上ある場合は、改ページ機能が表示されすべて

の注文結果を照会できます。 

 

③ 注文情報 

 

内容変更可能な注文を表示します。 

④ 一括成行訂正 

仕切注文のみ 

すべての注文を成行注文に訂正します。仕切注文のみにチェックを付けると仕切注文のみを対象とすること

ができます。 

 

③ 

② 
① 

④ 
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時間優先順位の継承について 

 
内容変更の内、以下の例の「時間優先継承：○」の変更を行った場合は時間的優先順位を引き継ぐことができます。 

注文結果照会画面の「受付 No」欄に「訂正」と表示されている場合、優先順位を引き継いだことを表しています。 

NO 変更内容 時間優先継承 備考 

1 発注数量を減らす場合（例：50 枚→ 30 枚） ○   

2 発注数量を増やす場合（例：50 枚→ 100 枚） ×   

3 価格の訂正（例：売 100 円→ 売 120 円） × 
有利な価格の変更であっても、不利な価格の変更であっても、時間優先順位は引

継がず、変更時に新たな発注時刻を付与する。 
4 価格の訂正（例：売 100 円→ 売 80 円） × 

5 有効期限の短縮（例：4/5 まで有効→ 4/1 まで有効） ○ 
有効期限を短縮する場合であっても、延長する場合であっても、時間優先順位は

引継ぐ。なお、FaS で発注してある注文を FaK や FoK に変更することはできない。 
6 有効期限の延長（例：4/5 まで有効→ 4/10 まで有効） ○ 

 

一方「時間優先継承：×」の変更は、「変更前注文の取消 ⇒ 変更後の注文発注」の一連の操作が自動的に行われますが、時間優先順位

は継承されません。注文結果照会画面の「受付 No」欄に「変更」と表示されている場合、優先順位を引き継がずに内容変更が行われたことを

示しています。 
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注文内容変更入力 
 

  
 

① 注文情報 内容変更前と内容変更後の注文情報を表示します。 

 

② 受付 No 

 

注文受付番号を表示します。 

 

③ 注文受付日／注文受付時刻 

 

注文受付日・注文受付時刻を表示します。 

 

④ 商品 発注を行う商品を選択します。 

 

⑤ 限月 

 

発注を行う商品の限月を選択します。 

⑥ 売買区分／枚数 発注を行う注文の売買区分を選択、注文枚数を入力します。 

 

⑦ 執行条件／注文属性 発注を行う注文の執行条件・注文属性を選択します。 

⑧ 現在値段／指定値段 上段には画面選択時の現在値を表示します。下段には発注を行う注文の指定値段を入力します。 

指定値段は、執行条件の組合せにより非表示になる場合があります。 

 

 

⑧ 

⑪ ⑫ 

③ 

② 

④ ⑤ ① 

⑥ 

⑦ 
⑨ 

⑬ 

⑩ 
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⑨ トリガ条件  逆指注文を行う際のトリガ条件を選択します。④・⑤で指定した商品・限月の約定値段が、指定した条件（Ａ）・（Ｂ）を満

たした時点で、注文が板に登録されます。 

 

 

 

 

 

（Ａ）トリガ条件 
注文が板に登録されるための条件を選択します。 

買注文の場合「約値↑」、売注文の場合「約値↓」が自動で表示されます。 

（Ｂ）トリガ値段 トリガ条件に使用するトリガ値段を入力します。 

 

⑩ 有効期限 発注を行う注文の有効期限を YYMMDD 形式で指定します。本日営業日から 30 営業日後の日中立会終了

までを指定することが可能です。営業日以外を指定した場合はエラーメッセージが表示されるので再度選

択してください。日付の指定方法については「1.1.2 日付の指定方法」を参照してください。 

また、初期値は１セッションのみになります。 

執行条件・注文属性の組合せにより非表示になる場合や、１セッションしか指定出来ない場合があります。 

 

⑪ 実行ボタン 「実行」ボタンをクリックすると、入力内容が正常なら確認画面に、不正な項目がある場合エラー画面に遷移

します。 

 

⑫ キャンセルボタン 「キャンセル」ボタンをクリックすると、注文内容変更選択画面に戻ります。 

⑬ ミニチャート 銘柄を選択後に注文画面右横に表示されるティックチャートです。右上のボタンで更新を行ってください。 

「注文プリセット設定」で表示／非表示の選択が可能です。 

 

（Ａ）

（Ｂ）
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4.2 組合せ注文 

 

4.2.1 IFD 注文入力 
 

IFD（イフダン）注文は、同一商品、同一限月にて、新規注文と、その注文に対する仕切注文を予め発注しておくことができる注文です。 

新規注文が成立した場合に、その建玉の仕切注文が発注されます。 

 

 

  

① 

⑥ 

⑧ 

③ ④ 

（Ａ） （Ｂ） （ａ） （ｂ）

⑬ 

⑨ 

⑭ 

チェックを変えるだけ

で、画面を切り替えるこ

とが可能です。 

② 

⑤ 

⑩ 

⑪ ⑦ 

←マウスオーバーで注意文がポップアップします。 

⑫ 
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① 商品 発注を行う商品を選択します。 

 

② 限月 発注を行う商品の限月を選択します。 

 

③ 売買区分 

 

発注を行う注文の売買区分を選択します。 

④ 枚数 

 

発注を行う注文の枚数を入力します。 

⑤ 現在値段 

 

発注を行う商品の現在値段を表示します。（自動更新はされません。） 

 

⑥ 執 行 条 件

（新規） 

発注を行う注文の執行条件、約定条件を選択します。IFD 注文の場合、 

『指値－FaS』、『成行－FaK』、『逆指－指値－FaS』の組合せとなります。 

 

⑦ 指 定 値 段

（新規） 

 

発注を行う注文の指定値段を入力します。 

執行条件・注文属性の組合せにより非表示になる場合があります。 

⑧ ト リ ガ 条 件

（新規） 

 

逆指注文を行う際のトリガ条件を選択します。新規で指定した商品・限月の約定値段が、指定した条件（Ａ）・（Ｂ）を満たし

た時点で、注文が板に登録されます。 

 

（Ａ）トリガ条件 
注文が板に登録されるための条件を選択します。 

買注文の場合「約値↑」、売注文の場合「約値↓」が自動で表示されます。 

（Ｂ）トリガ値段 トリガ条件に使用するトリガ値段を入力します。 
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⑨ 有効期限 仕切注文の有効期限を指定します。本日営業日から 30 営業日後の日中立会終了までを指定することが可能です。営

業日以外を指定した場合はエラーメッセージが表示されるので再度選択してください。日付の指定方法については

「1.1.2 日付の指定方法」を参照してください。 

また、初期値は１セッションのみになります。 

執行条件・注文属性の組合せにより非表示になる場合や、１セッションしか指定出来ない場合があります。 

⑩ 執 行 条 件

（仕切） 

発注を行う注文の執行条件、約定条件を選択します。ＩＦＤ注文の場合、『指値－FaS』、『逆指－指値－FaS』、『逆指－

成行－FaK』、の組合せとなります。 

 

⑪ 指 定 値 段

（仕切） 

 

±のチェックを付けた場合、約定した値段から±の形式で指定値段を入力します。チェックを付けていない場合、通常

の値段入力を行います。 

 

⑫ ト リ ガ 条 件

（仕切） 

 

 

逆指注文を行う際のトリガ条件を選択します。仕切相手玉と同じ商品・限月の約定値段が、指定した条件（a）・（b）を満

たした時点で、注文が板に登録されます。 

 

（a）トリガ条件 
注文が板に登録されるための条件を選択します。 

買注文の場合「約値↑」、売注文の場合「約値↓」が自動で表示されます。 

（b）トリガ値段 

トリガ条件に使用するトリガ値段を入力します。商品（①）と仕切注文のトリガ商品（ａ）が同

じ商品の場合、新規注文の約定値段との差額を指定することができます。差額指定する場

合は「＋」「－」いずれかのチェックボックスにチェックを付けてください。チェックを付けてい

ない場合は通常の（差額でない）値段入力として扱われます。 
 

⑬ 実行ボタン 「実行」ボタンをクリックすると、入力内容が正常なら確認画面に、不正な項目がある場合エラー画面に遷移します。 

⑭ ミニチャート 銘柄を選択後に注文画面右横に表示されるティックチャートです。右上のボタンで更新を行ってください。 

「注文プリセット設定」で表示／非表示の選択が可能です。 
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4.2.2 IFD（仕切）注文 

 
 IFD（仕切）注文は仕切・新規注文を入力し、仕切注文が全て成立した場合に、予め指定した新規注文を執行する注文です。 

 

IFD（仕切）注文／建玉選択 

 

  
 

 

① 商品 検索する商品を選択します。『指定なし』の場合、全商品のデータを表示します。 

 

② 限月 検索する限月を入力します。未入力の場合、全限月のデータを表示します。 

 

③ 売買区分 

 

検索する売買区分を選択します。未選択の場合、全売買区分のデータを表示します。 

 

④ 約定日 

 

検索する約定日を入力します。未入力の場合、全約定日のデータを表示します。 

 

⑤ 約定値段 

 

検索する約定値段を入力します。未入力の場合、全約定値段のデータを表示します。 

 

 

⑨ 

① ② ③ ④ ⑤ 
⑥ ⑦ 

⑧ 

チェックを変えるだけ

で、画面を切り替える

ことが可能です。 
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⑥ 表示順 検索するデータの表示順を選択します。約定日（昇順・降順）・約定値段（昇順・降順）の中から選択します。 

但し、並び替えの前提は、１．商品 ２．限月 ３．売買、が最優先され、その後の優先順になります。 

※約定日（昇順または降順）を選択した場合は、 

１．商品、２．限月、３．売買、４．約定日、５．約定時刻／場節、の順に並び替えます。 

※約定値段（昇順または降順）を選択した場合は、 

１．商品、２．限月、３．売買、４．約定値段、の順に並び替えます。 

 

⑦ 照会ボタン 商品・売買区分・表示順を選択、限月・約定日を入力後、建玉データの絞込みを行います。入力・選択された項目

のみ検索条件となります。なお、該当するデータが 401 件以上の場合、401 件以降のデータは表示されません。 

 

⑧ 条件をクリア 「条件をクリア」ボタンをクリックすると、入力した絞込み条件がクリアされます。 

 

⑨ 建玉情報 

 

 

左から、商品、限月、売買区分、枚数、約定年月日、約定時刻、約定値段、値洗値段、値洗差金、仮差引損益を

表示します。 
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IFD（仕切）注文入力 
 

 
 

 

① 建玉情報 仕切相手となる建玉の情報を表示します。 ⑤ 枚数 発注を行う注文の枚数を入力します。 

② 商品 仕切：発注を行う商品を表示します 

新規：発注を行う商品を選択します。 

 

⑥ 執行条件 発注を行う注文の執行条件を選択します。 

 

③ 限月  仕切：発注を行う商品の限月を表示します。 

新規：発注を行う商品の限月を選択します。 

 

⑦ 注文属性 発注を行う注文の注文属性を選択します。 

 

④ 売買区分  仕切：発注を行う注文の売買区分を表示します。 

新規：発注を行う注文の売買区分を選択します。 

 

⑧ 現在値段 発注を行う商品の現在値段を表示します。

（自動更新はされません。） 

 

 

 

① 

⑪ 

⑨ 
（Ａ）

（Ｂ）

⑫ ⑬ 

③ ⑥ 

⑩ 

⑧ 
② 

④ 

⑤ 

⑦ 

⑭ 
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⑨ 指定値段 

 

発注を行う注文の指定値段を入力します。執行条件の組合せにより非表示になる場合があります。 

 

⑩ トリガ条件 逆指注文を行う際のトリガ条件を選択します。仕切相手玉と同じ商品・限月の約定値段が、指定した条件（Ａ）・（Ｂ）を

満たした時点で、注文が板に登録されます。 

 

（Ａ）トリガ条件 
注文が板に登録されるための条件を選択します。 

買注文の場合「約値↑」、売注文の場合「約値↓」が自動で表示されます。 

（Ｂ）トリガ値段 トリガ条件に使用するトリガ値段を入力します。 

  

 
⑪ 有効期限 発注を行う注文の有効期限を YYMMDD 形式で指定します。本日営業日から 30 営業日後の日中立会終了までを指定

することが可能です。営業日以外を指定した場合はエラーメッセージが表示されるので再度選択してください。日付の

指定方法については「1.1.2 日付の指定方法」を参照してください。 

また、初期値は１セッションのみになります。 

執行条件・注文属性の組合せにより非表示になる場合や、１セッションしか指定出来ない場合があります。 

 

⑫ 実行ボタン 

 

「実行」ボタンをクリックすると、入力内容が正常なら確認画面に、不正な項目がある場合エラー画面に遷移します。 

 

⑬ 戻るボタン 「戻る」ボタンをクリックすると、建玉選択画面に戻ります。 

⑭ ミニチャート 銘柄を選択後に注文画面右横に表示されるティックチャートです。右上のボタンで更新を行ってください。 

「注文プリセット設定」で表示／非表示の選択が可能です。 
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4.2.3 OCO（仕切）注文 
 

OCO（オーシ-オー）注文とは、一つの建玉に対し、仕切の指値注文及びストップ注文を同時に登録し、一方が成立した時点でもう一方が自動的

に取り消される注文方法です。 

 

注文登録時には指値注文のみ取引所に発注されます。指値注文が約定しないまま現在値段がストップ値段に達すると、指値注文が取り消され、

逆指注文が取引所へ発注されます。 

 

OCO（仕切）注文の発注方法 

 
メインメニューから「注文」→「OCO」をクリックして表示します。 

OCO(仕切)注文画面が表示されますので、決済したい建玉の「選択ボタン」をクリックします。 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェックを変えるだけ

で、画面を切り替える

ことが可能です。 
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① 仕切相手玉情報 仕切相手となる建玉の情報を表示します。 

② 商品 発注を行う商品を表示します。 

③ 限月 発注を行う注文の限月を表示します。 

④ 売買区分 仕切注文の売買区分を表示しています。 

⑤ 枚数 注文の枚数を入力します。 

 

⑥ 現在値段 OCO 注文画面を表示した時点での現在値を表示します。 

（自動更新はされません。） 

 
 
 

② 
④ 

③ 

① 

⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ ⑬ 

⑭ 

←マウスオーバーで注意文がポップアップします。 
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⑦ 執行条件 

【指値注文】 

指値-FaS が既に入力された状態で表示されます。 

⑧ 指定値段 

【指値注文】 

指値-FaS の指定値段を入力します。 

⑨ 執行条件 

【逆指注文】 

逆指注文を取引所へ発注する際に使用する、執行条件を選択します。 

執行条件は『成行-FaK』になります。 

 

⑩ 逆指値段 逆指注文の値段を入力します。 

「買い」の場合・・・現在値段が逆指値段以上になったら、 

「売り」の場合・・・現在値段が逆指値段以下になったら、 

指値注文が取り消され、逆指注文が発注されます。 

 

⑪ 有効期限 有効期限を YYMMDD 形式で指定します。最長 30 営業日後の日中立会終了まで指定することが可能です。 

営業日以外を指定した場合は、エラーメッセージが表示されますので再度選択してください。 

※有効期限の初期値は、「1 セッションのみ」が設定されています。 

 

⑫ 実行ボタン 「実行ボタン」をクリックすると、確認画面が表示されます。入力内容に間違えがなければ、「確定ボタン」を 

クリックし発注します。不正な項目がある場合エラー画面に遷移します。 

 

⑬ 戻るボタン 

 

建玉選択画面へ戻ります。 

⑭ ミニチャート 銘柄を選択後に注文画面右横に表示されるティックチャートです。右上のボタンで更新を行ってください。 

「注文プリセット設定」で表示／非表示の選択が可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

79 
 

OCO 注文を発注後は、必ず「注文結果」をご確認ください。 

 
 
 
注文結果照会画面に表示されるＯＣＯ注文の状態には以下のものがあります。 

 

注文状態 内容 

送信済 システムで注文を受付けたが、取引所で受付けられていない状態 

処理中 システム内で値段監視対象となっているストップ注文の状態 

注文中 注文が取引所に受付けられた状態 

成立 注文が約定した状態 

取消中 注文の取消しをシステムで受付けたが、取引所で受付けられていない状態 

取消済 注文の取消しが完了した状態 

不成立 注文が不成立となった状態 

受付不可 
注文が取引所に受付けられなかった状態 

取引時間外や、対当値段注文の該当気配値が無かった場合等に受付不可となります。 
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4.2.4 IFD/OCO 注文 

 
IFD/OCO（イフダン・オーシーオー）注文とは、新規注文が約定した際に、その建玉を仕切相手とする OCO(仕切)注文を、予め指定しておいた条

件で自動的に発注する注文です。 

 

 
IFD/OCO 注文の発注方法 

 

メインメニューから「注文」→「IFD/OCO」をクリックして表示します。 

     
 

① 商品 発注を行う商品を表示します。 

② 限月 発注を行う注文の限月を表示します。 

③ 売買区分 新規注文の売買区分を表示します。 

④ 枚数 注文の枚数を入力します。 

 
 
 

←マウスオーバーで注意文がポップアップします。 
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⑤ 現在値段 IFD/OCO 注文画面を表示した時点での現在値を表示します。 

（自動更新はされません。） 

 
A：新規注文 

⑥ 執行条件 

【指値注文】 

指値-FaS が既に入力された状態で表示されます。 

⑦ 指定値段 

【指値注文】 

指値-FaS の指定値段を入力します。 

 
B：仕切注文 

⑧ 執行条件 

【指値注文】 

指値-FaS が既に入力された状態で表示されます。 

 

⑨ 指定値段 

【指値注文】 

指値-FaS の指定値段を入力します。 

 

⑩ 執行条件 

【逆指注文】 

逆指注文を取引所へ発注する際に使用する、執行条件を選択します。 

執行条件は『成行-FaK』になります。 

 

⑪ 逆指値段 

 

逆指注文の逆指値段を入力します。 

「買い」の場合・・・現在値段が逆指値段以上になったら 

「売り」の場合・・・現在値段が逆指値段以下になったら、 

指値注文が取り消され、逆指注文が発注されます。 

 

⑫ 有効期限 有効期限を YYMMDD 形式で指定します。最長 30 営業日後の日中立会終了まで指定することが可能です。 

営業日以外を指定した場合は、エラーメッセージが表示されますので再度選択してください。 

※有効期限の初期値は、「1 セッションのみ」が設定されています。 

 

⑬ 実行ボタン 「実行ボタン」をクリックすると、確認画面が表示されます。入力内容に間違えがなければ、「確定ボタン」を 

クリックし発注します。不正な項目がある場合エラー画面に遷移します。 

 

⑭ ミニチャート 銘柄を選択後に注文画面右横に表示されるティックチャートです。右上のボタンで更新を行ってください。 

「注文プリセット設定」で表示／非表示の選択が可能です 
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IFD/OCO 注文を発注後は、必ず「注文結果」をご確認ください。 

 
 
注文結果照会画面に表示される IFD/ＯＣＯ注文の状態には以下のものがあります。 

 

注文状態 内容 

送信済 システムで注文を受付けましたが、取引所で受付けられていない状態 

待機中 
新規注文が約定するまで執行されずに待機している仕切指値注文・仕切ストップ注文の状態 

この時、システムによるストップ注文の値段監視はまだ行われておりません。 

処理中 システム内で値段監視対象となっている仕切ストップ注文の状態 

注文中 注文が取引所に受付けられた状態 

成立 注文が約定した状態 

取消中 注文の取消しをシステムで受付けましたが、取引所で受付けられていない状態 

取消済 注文の取消しが完了した状態 

不成立 注文が不成立となった状態 

受付不可 
注文が取引所に受付けられなかった状態 

取引時間外や、対当値段注文の該当気配値が無かった場合等に受付不可となります。 
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4.2.5 コンビネーション注文 

 

コンビネーション注文は、Standard Combination Order（SCO）の発注を行う画面です。 

 

スタンダード・コンビネーション注文（SCO） 
 

【1】 同一商品の異なる 2 限月の鞘価格（期近－期先）、または【2】商品間（石油市場及び中京石油市場等の同番限）の鞘価格を指定して、 

1 つの注文として発注する注文です。 

【1】 の場合、期近限月の注文が「売り注文」であれば指定した鞘価格以上で約定し、「買い注文」であれば指定した鞘価格以下で約定します。 

【2】 の場合、合算価格を満たす場合のみ、2 商品が同時に約定します。部分約定はなく、全量約定できる時のみ約定が可能。 

 

      売注文の場合・・・・・「期近売 ： 期先買」 

      買注文の場合・・・・・「期近買 ： 期先売」の組合せになります。 

 
    また、SCO は指定した期近限月及び期先限月の気配とは別に鞘価格（注文時に指定した価格）がスプレッド気配（SCO 独自の注文情報） 

      として配信されます。 

 
 

 【1】の具体例 

 
鞘価格は「期近－期先」で表示します。順鞘の商品は「－」価格となり、逆鞘の商品は「＋」価格となります。 

 

①順鞘の場合 

東京金 4 月限/10 月限を鞘価格「－30 円」で 1 枚売る 

→鞘価格「－30 円」で、東京金 4 月限（期近限月）を 1 枚売って、10 月限（期先限月）を 1 枚買いたい。 

 

②逆鞘の場合 

東京白金 8 月限/12 月限を鞘価格「＋200 円」で 5 枚買う 

→鞘価格「＋200 円」で、東京白金 8 月限（期近限月）を 5 枚買って、12 月限（期先限月）を 5 枚売りたい。 
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SCO の発注方法 

 
メインメニューから「注文」→「コンビネーション注文」をクリックして表示します。 

 
 
 ※注文内容を入力する前に SCO または SCO（商品間）のうち、発注を行いたい注文を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

①       ②       ③          ④    ⑤    ⑥    ⑦     ⑧      ⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 
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① 新規決済区分 新規注文または仕切注文のどちらかを選択します。 

② 執行条件 

注文属性 

発注を行う注文の執行条件、注文属性を選択します。 

③ 商品 発注を行う商品を選択します。 

④ 限月 発注を行う商品の限月を選択します。 

⑤ 売買区分 発注を行う注文の売買区分を選択します。 

⑥ 枚数 発注を行う注文の枚数を入力します。 

⑦ 現在値段 発注を行う商品の現在値段を表示します。（自動更新はされません。） 

⑧ 指定値段 期近限月と期先限月の鞘価格を指定します。鞘価格は「期近価格 － 期先価格」で算出します。 

「＋」「－」を選択し、値段を入力してください。0 円を指定することも可能です。執行条件・注文属性の組合

せにより非表示になる場合があります。 

⑨ 有効期限  

※SCO 注文の有効期限は、最大 1 計算区域までとなります。 

また、初期値は 1 セッションのみになります。 

 

⑪ 実行ボタン 「実行」ボタンをクリックすると、入力内容が正常なら確認画面に、不正な項目がある場合エラー画面に遷

移します。 
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⑫ 建玉絞込み 

照会ボタン 

 

表示したい建玉の絞込み条件を設定します。 

 

表示順は、約定日（古⇔新）・約定値段（低⇔高）の中から選択します。但し、並び替えの前提は、１．商品 

２．限月 ３．売買、が最優先され、その後の優先順になります。 

 

※約定日（古⇔新）を選択した場合は、 

１．商品、２．限月、３．売買、４．約定日、５．約定時刻／場節、の順に並び替えます。 

※約定値段（低⇔高）を選択した場合は、 

１．商品、２．限月、３．売買、４．約定値段、の順に並び替えます。 

 

⑬ 建玉情報 新規決済区分（①）で「仕切」を選択した場合に建玉データが表示されます。 

決済したい建玉を選択します。建玉は仕切注文の件数分（最大 2 件）のみ選択できます。 

期近注文・期先注文ともに「仕切」を選択している場合、選択する 2 つの建玉は、限月と売買区分が異なる

必要があります。 
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4.2.6 オプション注文 
 

オプション（OP）新規注文入力 

          
 

① 商品・限月 発注を行う商品と限月を選択します。 ⑥ 執行条件 発注を行う注文の執行条件を選択します。 

『指値』『成行』『対当値段』『引成』『引指』から選択します。 

② Put/Call プットかコールを選択します。 

 

⑦ 注文属性 発注を行う注文の注文属性を選択します。 

③ Str.P 権利行使価格を入力します。 

 

⑧ 現在値段 発注を行う商品の現在値段を表示します。（自動更新はさ

れません。） 

④ 売買区分  発注を行う注文の売買区分を入力します。 ⑨ 指定値段 発注を行う注文の指定値段を入力します。執行条件・注文

属性の組合せにより非表示になる場合があります。 

⑤ 枚数  発注を行う注文の枚数を入力します。 ⑩ 有効期限 有効期限をYYMMDD形式で指定します。最長30営業日後

の日中立会終了まで指定することが可能です。 

 
 
 

① 

② ③ 

④ ⑤ 

⑥ ⑦ 

⑧ ⑨ 

⑩ 
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オプション（OP）仕切注文 
 

   
 

① 限月 検索する限月を入力します。未入力の場合、全限月のデータを表示します。 

 

② 売買区分 検索する売買区分を選択します。 

 

③ 約定日・約定値段 検索する約定日および約定値段を入力します。未入力の場合、全約定日・全約定値段のデータを表示します。 

④ 表示順 検索するデータの表示順を選択します。約定日（昇順・降順）・約定値段（昇順・降順）の中から選択します。 

⑤ 照会ボタン 限月、売買区分、約定日、約定値段、表示順を選択後、建玉データの絞込みを行います。 

⑥ 条件をクリア クリックすると、入力した絞込み条件がクリアされます。 

⑦ 建玉情報 左から、商品、限月、プット/コール、Str.P(権利行使価格)、売買区分、枚数、約定年月日、約定時刻、約定値段、値

洗値段、仮差引損益を表示します。 

⑧ 選択ボタン クリックすると、仕切注文入力画面に遷移します。 

 
 
 
 
 
 

① ② 
③ ④ ⑤ ⑥ 

⑦ 
⑧ 
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オプション（OP）仕切注文入力 

 
 

①商品・限月 発注を行う商品と限月を表示します。 ⑥注文属性 発注を行う注文の注文属性を選択します。 

②Put/Call プットかコールを表示します。 ⑦現在値段 発注を行う商品の現在値段を表示します。（自動更新はさ

れません。） 

③Str.P 権利行使価格を表示します。 

 

⑧指定値段 発注を行う注文の指定値段を入力します。執行条件・注文

属性の組合せにより非表示になる場合があります。 

④売買区分・枚

数 

発注を行う注文の売買区分と枚数を表示し

ます。 

⑨有効期限 有効期限をYYMMDD形式で指定します。最長30営業日後

の日中立会終了まで指定することが可能です。 

⑤執行条件  発注を行う注文の執行条件を選択します。 

『指値』『成行』『引成』『引指』から選択しま

す。 

⑩実行ボタン クリックすると、入力内容が正常なら確認画面に、不正な

項目がある場合エラー画面に遷移します。 

 
 

① 
② ③ 

⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

④ 

⑩ 

↓仕切相手玉情報が表示されます。 
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5. 照会 
5.1.1 注文結果照会 

 
 本日及び、過去 10 営業日までの注文を照会します。右上の時刻表示は照会した時刻を表示しています。 

  
 

① 表示日 本日分：当日行った注文を照会します。 

過日分：過日 10 日営業日から選択し、過去の注文を照会しま

す。 

 

⑤ 条件を 

クリア 

「条件をクリア」ボタンをクリックすると、入力し

た絞込み条件がクリアされます。 

 

② 商品 検索する商品を選択します。『指定なし』の場合、全商品のデ

ータを表示します。 

 

⑥ 取消 

ボタン 

「取消」をクリックすると、「注文取消」画面に遷

移します。 

③ 注文状態  検索する注文状態を選択します。『指定なし』の場合、全商品

のデータを表示します。 

 

⑦ 内 容変 更

ボタン 

 

「変更」をクリックすると、「注文内容変更」画面

に遷移します。 

 

④ 照会 

ボタン  

表示日付・商品・注文状態を選択後、注文結果データの絞込

みを行います。なお、200 件以上ある場合は、改ページ機能が

表示されすべての注文結果を照会できます。 

⑧ 注文情報 

 

注文結果データを表示します。 

 

 

① 

⑧ 

② 
③ ④ ⑤ ⑦ ⑥ 
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5.1.2 売買履歴照会 

 
 本日までの売買履歴を照会します。右上の時刻表示は照会した時刻を表示しています。 

    
 

① 表示期間 表示したい期間を YYMMDD 形式で入力します。 ⑥ 月計ボタン 月計ボタンをクリックすると「売買履歴照会

（月計）」画面に遷移します。 

 

② 商品 検索する商品を選択します。『指定なし』の場合、全商品のデ

ータを表示します。 

⑦ 年計ボタン 年計ボタンをクリックすると「売買履歴照会

（年計）」画面に遷移します。 

 

③ 決済区分  検索する決済区分を選択します。『指定なし』の場合、全決済

区分のデータを表示します。 

⑧ PDF 出力指定 

 

明細出力、銘柄別出力から条件を選択し

ます。 

 

④ 表示順  検索するデータの表示順を選択します。約定日（昇順・降順）・

約定値段（昇順・降順）の中から選択します。 

⑨ 印刷ボタン 

ＣＳＶボタン 

PDF 出力処理を行います。クリックすると

PDF ファイルが表示されます。ＣＳＶファイ

ルで保存することが可能です。 

⑤ 照 会 ボ タ

ン  

照会ボタンをクリックすると条件に該当するデータが表示され

ます。なお、該当するデータが 401 件以上の場合、401 件以降

のデータは表示されません。 

⑩ 注文情報 

 

売買履歴データを表示します。 

ロスカットにて決済された注文については

執行内容に「ロスカット」と赤字で表示され

ます。 

 

 

① 

⑩ 

② ③ ④ ⑤ ⑧ ⑥ ⑦ 

⑨ 
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売買履歴照会（月計） 

 
月別に合計した枚数、金額の表示を行います。 

 

  
 

① 表示期間 表示したい期間を選択します。 ⑤ 年計ボタン 年計ボタンをクリックすると「売買履歴照会（年計）」

画面に遷移します。 

 

② 商品 検索する商品を選択します。『指定なし』の場合、全

商品のデータを表示します。 

 

⑥ 印刷ボタン 

ＣＳＶボタン 

PDF 出力処理を行います。処理後、売買履歴印刷

のリンクが表示されますので、それをクリックすると

PDF ファイルが表示されます。 

 

③ 照会ボタン  表示期間を入力、商品を選択後、月計売買履歴デ

ータの絞込みを行います。選択された項目のみ検

索条件となります。 

 

⑦ 注文情報 

 

 

一日単位での売買履歴データを表示します。左側

にあるリンクをクリックすると、その日の明細データ

を表示します。 

④ 明細ボタン  明細ボタンをクリックすると「売買履歴照会」画面に

遷移します。 

   

  

② ① 

⑦ 

③ ④ ⑤ ⑥ 
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売買履歴照会（年計） 

 
 年別に合計した枚数、金額の表示を行います。 

 

  
 

 

① 表示期間 表示したい期間を選択します。 ⑤ 月計ボタン 月計ボタンをクリックすると「売買履歴照会（月計）」

画面に遷移します。 

 

② 商品 検索する商品を選択します。『指定なし』の場合、全

商品のデータを表示します。 

 

⑥ 印刷ボタン 

ＣＳＶボタン 

PDF 出力処理を行います。クリックすると PDF ファイ

ルが表示されます。 

 

③ 照会ボタン  表示期間を入力、商品を選択後、月計売買履歴デ

ータの絞込みを行います。選択された項目のみ検

索条件となります。 

 

⑦ 注文情報 

 

 

月単位での売買履歴データを表示します。左側に

あるリンクをクリックすると、その月の明細データを

表示します。 

④ 明細ボタン  明細ボタンをクリックすると「売買履歴照会」画面に

遷移します。 

   

 

  

③ ④ ⑤ ② ① 

⑦ 

⑥ 
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5.1.3 建玉一覧 

 
 商品・限月ごとに現在保持している建玉の合計枚数を表示します。右上の時刻表示は照会した時刻を表示しています。 

 

 

 
 

① 表示方法 明細：1 件ごとに建玉データを表示します。 

グループ化（銘柄/約定日/約値）：商品、限月、売買区分、約定日、約定値段が同一の場合、１つ

の玉として表示されます。 

グループ化（銘柄/約定日）：商品、限月、売買区分、約定日が同一の場合、１つの玉として表示さ

れます。約定値段は加重平均で表示されます。 

グループ化（銘柄）：商品、限月、売買区分が同一の場合、１つの玉として表示されます。約定値

段は加重平均で表示されます。 

※グループ化した場合、確認画面ではグループ前の明細情報が表示されます。 

② 照会ボタン 最新の建玉情報を取得し、１で選択した表示方法で表示します。 

 

③ 建玉情報  現在保持している建玉の明細情報を表示します。 

背景色が濃い色の建玉は日計り対象の建玉です。 

 

④ 仕切注文画面へボタン 

 

仕切注文画面へボタンをクリックすると「仕切通常注文／建玉選択」画面に遷移します。 

⑤ 表示順 データの表示順を選択します。「約定日（古-新）（新-古）」、「約定値段（低-高）（高-低）」、「売買

（売-買）（買-売）」の中から選択可能です。 

 

 

② 
 

③ 

④ ① 
⑤ 
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5.1.4 建玉集計表 

 
 商品、限月ごとに現在保持している建玉の合計枚数を表示します。右上の時刻表示は照会した時刻を表示しています。 

 

  
 

① 商品 検索する商品を選択します。『指定なし』の場合、全商品のデータを表示します。 

 
② 照会ボタン ①で選択した商品の最新の建玉情報を照会します。 

 

③ 建玉情報  現在の建玉情報を、商品・限月ごとに集計して表示します。 

売/買の各枚数と値洗差金の合計も表示されます。 

 

 

② ① 

③ 
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5.1.5 取引口座照会 

 
 現在の証拠金情報、取引可能額、請求額等を表示します。右上の時刻表示は照会した時刻を表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 照会ボタン 照会ボタンをクリックすると口座情報、建玉情報表示が更新されます。 

 
② 口座情報 次ページをご参照ください。 

 

③ 建玉情報  現在保持している建玉を表示します。背景色がある建玉は日計対象の建玉です。 

 

 

② ① 

③ 



 

97 
口座情報の見方について 

 

現金：現金でのお預り金額 有価証券：充用有価証券の評価額合計 

帳尻：売買差損益金 差引合計：現金＋有価証券＋帳尻 

受入証拠金総額：差引合計＋値洗差金 

※値洗益金も加算します（対面取引口座を除きます） 

建玉証拠金 

委託者証拠金等     建玉に必要な証拠金額 

証拠金維持額     （※新規注文中の証拠金も加算します） 

証拠金所要額 

取引可能額：新規注文が可能な金額 

※値洗益金も加算します（対面取引口座を除きます） 
値洗差金：建玉の値洗合計金額 

現金授受予定額：値洗差金＋帳尻 

※値洗益金も加算します（対面取引口座を除きます） 

出金可能額：出金依頼が可能な金額 

（※値洗益金は加算しません） 

現金不足額：預り現金が値洗損金と帳尻損金の合計額を下回る場合

に発生する金額 

総額不足額：受入証拠金総額が必要証拠金を下回る場合に発生す

る金額 

証拠金請求額：現金不足額及び総額不足額がある場合の大きい方

の金額。（画面更新時に最新の情報に更新します。）  
前日請求額：対処期限までに入金が必要な金額 

有効比率（％）：（差引合計±値洗差金）÷委託者証拠金×100 

（※新規注文中の証拠金は加算しません） 
オプション料：約定値段×倍率+手数料（税込） 
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5.1.6 不足請求額照会 

 
不足請求額照会画面は前日分までの確定情報を表示しています。証拠金請求額がある場合、赤字で表示されます。 

 

 
 

現金：現金でのお預り金額 有価証券：充用有価証券でのお預り金額 

帳尻：売買差損益金 預り証拠金合計：現金＋有価証券＋帳尻 

建玉証拠金 

委託者証拠金      建玉に必要な証拠金額 

証拠金維持額 

証拠金所要額 

値洗差金：建玉の値洗合計金額 

現金不足額：預り現金が値洗損金と帳尻損金の合計額を下回る

場合に発生する金額 

総額不足額：受入証拠金総額が必要証拠金等を下回る場合に

発生する金額 

証拠金請求額：対処期限までに入金が必要な金額  
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5.1.7 証拠金一覧 
 

 現在、注文が有効である各商品の証拠金情報を照会します。右上の時刻表示は照会した時刻を表示しています。 

 

  
 

 

① 商品 表示を行う商品を選択します。 

 
② 照会ボタン 商品を選択後、照会ボタンをクリックすると証拠金情報を表示します。 

 

③ 証拠金情報 

 

現在の証拠金情報を表示します。 

   

① 

③ 

② 
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5.1.8 取引記録 
 

指定した期間内の「建玉回数」や「最大利益」等の運用実績（取引記録）を一覧で表示します。 

 

  
 

① 対象期間 閲覧したい期間を選択します。 

 
② 検索ボタン 期間を指定後、検索ボタンをクリックすると取引記録を表示します。 

 

③ 取引記録一覧 指定した期間内の取引記録を一覧で表示します。 

④ 取引記録の詳細 指定した期間内の取引記録を 1 日（計算区域）ごとに表示します。 

⑤ CSV ボタン CSV 形式のファイルで保存することが可能です。 

① 

③ 

② 

④ 

⑤ 
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5.1.9 ログイン履歴 
 

期間内のログイン履歴を一覧表で確認できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 対象年月 表示したいログインの年月を選択します。 

② 照会ボタン 選択した年月のログイン履歴を取得します。 

③ ログイン履歴情報 選択した年月のログイン履歴をアクセス日時ごとに表示します。 

最大で 400 件まで表示することができます。 
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5.1.10 電子交付 
 

残高照合通知書、取引報告書、損益証明書のダウンロードを行う画面です。右上の時刻表示は照会した時刻を表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 表示期間 ダウンロードしたい帳票の年月を選択します。 

② 残高照合通知書ボタン ①で選択した年月の残高照合通知書をダウンロードします。 

通知書がある場合のみ、ボタンをクリックすることができます。 

③ 残照回答メールリンク 

 

残高照合通知書を確認した結果、内容が正しい場合は「1」、誤りがある、若しくは不明な点がある

場合は「2」のリンクをクリックしてください。管理者へのメール送信フォームが開かれますので、ご

記入の上ご送信ください。当リンクは、当該月の残高照合通知書がある場合に表示されます。 

④ 取引報告書カレンダー カレンダーで選択した月の中で売買が行われた日付の下に「先/OP」の文字が表示されます。 

この文字をクリックするとポップップにて取引報告書が表示されます。 

⑤ 損益証明書 帳票ダウンロード画面が表示され、「ダウンロード」をクリックすると選択した年の損益証明書がダ

ウンロードされますので、印刷してご利用ください。 

 

 

③ 

  

① 

② 

④ 

先：先物取引 

OP：オプション取引 

⑤ 
損益証明書ダウンロード画面 

 「損益証明書」ボタンは、ダウンロード可

能な場合に表示されます。 
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6. シミュレーション 
建玉をした場合、建玉を決済した場合はもちろん、入金/出金をした場合や「価格が○○円に上がった（下がった）時の口座状態は？」 

といったシミュレーションを瞬時に行うことができます。シミュレーション結果は、実際の口座状況と比較でき印刷も可能です。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
① 

② 
③ ④ ⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ ⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑫ 

⑬ 

⑬ 
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① 建玉表示単位 明細、グループ化（銘柄／約定日／約値）、グループ化（銘柄／約定日） 、グループ化（銘柄）か

ら選択できます。 

 
② 改ページボタン TOP：建玉の先頭ページに戻ります。 

BACK：1 ページ戻ります。 

NEXT：1 ページ進みます。 

 

③ 最新情報取得ボタン  最新の情報にてシミュレーション画面を更新します。 

※シミュレーション内容は全て初期化されます。 

 

④ 再計算ボタン 入力した各種値にてシミュレーションを行います。 

 

⑤ 印刷 表示されている内容でシミュレーション画面を印刷します。 

 

⑥ ページ数表示 建玉を 10 件以上保持している場合、10 件目以降は 2 頁目以降に表示されます。 

現在のページ数／総ページ数にて表示されます。 

 

⑦ 表示順並び替え 

現在の表示順 

下線のある項目名をクリックすることで、建玉の並び順を変更できます（昇順／降順） 

 

並び替え可能項目：商品・約定日（約定営業日）・値洗差金、仮差引損益 

⑧ 手仕舞い枚数入力欄 手仕舞いを行いたい枚数を入力することで、反対売買のシミュレーションを行います。 

⑨ 基準値段 シミュレーション値段を入力できます。更新ボタンを押下すると、最新の値段に更新されます。 

⑩ 注文 シミュレーションした内容を転記した状態で発注画面に遷移します。 

⑪ 証拠金状況 証拠金状況を表示します。左右に数値が表示されている項目については、左側にシミュレーション

前の値、右側にシミュレーション後の値にて表示されます。 

⑫ 仮建玉登録及び表示 仮建玉の登録を行います。登録した仮建玉は約定営業日欄に「仮建玉」と表示されます。 

⑬ 入出金/入出庫シミュレ

ーション 

入出金及び入出庫のシミュレーションを行います。 

入出金・入出庫の登録を行うと、結果が現金・有価証券の右側に±の値で表示されます 
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7. 入出金 
7.1.1 入出金履歴照会 

 
これまでに行った入出金の内容を表示します。表示区分を選択することで、入出金とその他売買損益を個別に表示することが可能です。 

 

 
 

① 表示期間 表示したい期間の開始と終了を YYMMDD 形式で入力します。 

 
② 表示区分 「すべて」 「入金/入庫 「出金/出庫」 「入出金/入出庫」 「振替/評価替」での絞り込みを行います。 

③ 照会ボタン 

クリアボタン  

１で入力した期間の入出金履歴の表示を行います。 

表示期間の入力内容をクリアします。 

④ 印刷ボタン 

CSV ボタン 

入出金履歴情報が PDF 形式で表示されます。 

ＣＳＶファイルで保存ができます。 

⑤ 集計表示 入出金の履歴を入金・出金別に集計した結果を表示します。 

⑥ 明細表示 各入出金の内容を表示します。 

   

 

 

 

① 
④ 

⑤ 

⑥ 

③ ② 
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7.1.2 入金通知 
 
当社へお振込みいただいたことを通知する画面です。 

※お振込みは、各金融機関から「お客様専用振込口座」へお手続きをお願いいたします。 

 

 
 

①お振込み金額 当社へお振込みいただいた金額を入力します。 

②実行ボタン 入力内容の確認画面へ遷移します。確認画面にて確定ボタンをクリックすることで、入力内容が

送信されます。 

 

 

 

② 

① 



 

107 
 

7.1.3 出金依頼 
 

証拠金からの出金依頼を送信します。 

口座の残高を全額ご出金いただく注文及び入出金メニューが制限されますので、予めご了承ください。 

 

 
 

① 出金依頼金額 証拠金から出金したい金額を入力します。 

② 実行ボタン 入力内容の確認画面へ遷移します。確認画面にて確定ボタンをクリックすることで、入力内容が

送信されます。 

 

 

※ 出金額を変更される場合は、一度、出金依頼を取消した後、再入力を行ってください。尚、再入力を行った時間によっては、 

翌営業日の送金に間に合わない場合がございますので、予めご了承ください。 

 

 

① 

② 
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7.1.4 出庫依頼 
 

出庫依頼を送信します。 

 

 
 

 

① 照会ボタン 最新の有価証券の情報を照会します。 

 
② 有価証券情報 現在所持している有価証券の一覧を表示します。 

 

③ 出庫依頼数  所持している有価証券ごとに、出庫したい数量を入力します。 

出庫しない有価証券の数量入力欄は、空欄にしてください。 

 

④ 実行ボタン 

 

入力内容の確認画面へ遷移します。確認画面にて確定ボタンをクリックすることで、入力内容が

送信されます。 

 
⑤ クリアボタン 

 

入力内容をクリアします。 

 

 
② 

① 

③ 

④ ⑤ 
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7.1.5 依頼照会 
 

入出金メニューの入金通知画面、出金依頼画面で行った各依頼の内容及び状態を表示します。 

過去 10 営業日の依頼内容が照会可能です。 

 

 
 

① 照会ボタン 最新の依頼の情報を表示します。 

 
② 依頼内容 各依頼の内容および状態を表示します。 

 

≪「状態」について≫ 

 

（１）受付    依頼を送信し、処理前の状態です。 

（２）入金完了／出金完了  入金、出金の処理が完了した状態です。 

（３）取消完了  出金の取消処理が完了した状態です。 

 

 

③ 依頼取消画面へボタン 依頼取消画面へ遷移します。 

 

 

② 

① 

③ 
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7.1.6 依頼取消 
 

入出金メニューの入金通知画面、出金依頼画面、出庫依頼で行った各依頼の取消を行います。 

  
 

 

 

① 照会ボタン 取消可能な依頼の最新情報を取得します。 

 
② 依頼内容 取消対象となる依頼の内容及び状態を表示します。 

 

③ 選択ボタン クリック後に確認画面へ遷移し、確定ボタンをクリックすると取消依頼が送信されます。 

 

① 

② ③ 
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8. 設定 
 

 8.1.1  パスワード変更 

 
 

① 旧パスワード 現在設定されているパスワードを入力します。 

 
② 新パスワード 新しいパスワードを 8 文字～12 文字で入力します。 

 

③ 新パスワード（確認用）  新しいパスワードの確認用入力欄です。２と同じパスワードを入力してください。 
 

④ 変更ボタン 

 

パスワードの変更を行います。 

④ クリアボタン 

 

入力内容をクリアします。 

 

 

③  

④ ⑤ 

①  

②  
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8.1.2  メール設定 
 

メールアドレスの登録・変更および、各種お知らせメールの送信する／送信しないを設定します。 

不足メールは、メールアドレス 1 への配信が必須となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①  メールアドレス設定 メールアドレス 1 及び 2 において「変更」をクリックして受信するメールアドレスの設定・変更ができま

す。 

 
② 約定メール 注文が約定した際に、お知らせメールが送信されます。 

 不成立メール  発注した注文が不成立になった際に、お知らせメールが送信されます。 
 入出金／出庫メール 入出金や出庫の手続きが完了した際に、お知らせメールが送信されます。 

 ターゲットメール 相場の値段がターゲットメール画面で登録した条件となった際に、メールが送信されます。 

 帳票作成メール 取引報告書兼証拠金受領証、残高照合報告書等が作成された際に、メールが送信されます。 

③ メールサービス 

設定変更ボタン 

各種メールサービス設定の変更画面へ遷移します。 

「実行」をクリックすると登録内容が変更されます。 

 

 
 
 
 

 

  

 
 
 
 
 
 

 

① 

② 

③ 



 

113 
 

8.1.3  メニュー設定入力 
 

  メニューの表示・非表示の設定を行います。変更した後、再ログインを行うと設定が反映されます。 

 

  
 
 

 

① メニュー一覧 メニューに表示する場合はチェック付け、非表示にする場合はチェックを外します。 

 
② 登録ボタン MY メニューの登録を行います。クリック後 MY メニュー登録確認画面に遷移します。 

 

③ 全クリアボタン  全クリアボタンをクリックするとチェックボックスの内容が全てクリアされます。 
 

④ 全選択ボタン 全選択ボタンをクリックすると全てのチェックボックスチェックが付きます。 

① 

② ③ ④ 
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8.1.4  ＭＹ商品設定 
 

注文入力画面の商品選択リストボックスに表示する商品を設定します。登録した後に再ログインを行うと設定が反映されます。 

全てにチェックが付いていない場合、全商品が商品選択リストボックスに表示されます。 

 

 
 

① 登録商品名一覧 商品リストボックスに表示する場合はチェックを付け、非表示にする場合はチェックを外します。 

 
② 照会ボタン 照会ボタンをクリックすると MY 商品を照会します。 

 

③ 登録ボタン  登録ボタンをクリックすると MY 商品を登録します。 
 

④ 全クリア 全クリアボタンをクリックするとチェックボックスの内容が全てクリアされます。 

 

 

① 

② ③ ④ 
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8.1.5  プリセット設定 
 

新規注文/仕切注文時の表示設定（枚数、執行条件、注文属性、有効期限等）を予め行うことができます。 

 

 
 

① 照会 照会ボタンをクリックするとプリセット設定を照会します。 

② 登録 登録ボタンをクリックするとプリセット設定を登録します。 
③ 商品 初期セットされる商品を設定します。 
④ 枚数 初期セットされる発注枚数を設定します。 

⑤ 執行条件 初期セットされる執行条件を設定します。 

執行条件は「指値」 「成行」 から選択する事ができます。 

⑥ 注文属性 初期セットされる注文属性を設定します。 

⑦ 有効期限 初期セットされる有効期限を設定します。「1 セッションのみ」のチェックを外した場合は、当日営業

日が設定されます。 

⑧ ミニチャート 発注画面上に表示されるティックチャートの表示/非表示を設定します 

 
 
 
 

① ② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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8.1.6  未同意規約一覧 
 

未同意の規約の一覧を照会します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 照会ボタン 押下すると最新の未同意規約一覧を照会します。 
② 未同意規約一覧 同意されていない規約の一覧が表示されています。 
③ 確認画面へのリンクボタン 押下すると各規約の同意ページへ遷移します。 

各種規約をご確認いただき、承諾をお願いいたします。 

操作されない場合は、右上の×ボタンを押して画面閉じて下さい。 
 

※上記はサンプル画面のため、実際の画面とは異なる場合があります。 


